












教科 ｢情報｣は必修教科となることから,各都道府県では高等学校の理科 ･数学 ･技術
の現職教員に対して ｢情報｣を担当させるための免許講習会を開催している｡これに対し,
石井ら (1998,2001)は,情報教育を実施するための教員養成 ･研修方法を開発した｡ま
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図 2 評価項目構造マップ
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る｡睦仲 の色をつけた枠は.自己評価による評価得点の平均値が中央値よりも大きい,す
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(注 1)コンピュータを操作できる教員とは,次の(a)～(g)の操作例のうち,2以上の操作ができる者
をさす.(a)ファイル管理ができる,(b)ワープロソフトで文書処理ができる,(C)表計算ソフ ト
を使って集計処理ができる,(d)データベースソフ トを使ったデータ処理ができる,(e)イン
ターネットにアクセスして必要な情報を検索 し,利用することができる,(f)プレゼンテー
ションソフトとプロジェクタを使って.文字や画像情報等により概要説明ができる, (g)教育
用ソフト｡インターネット等を使用してコンピュータを活用した授業等ができる｡
(注 2)コンピュータで指導ができる教員とは,教育用ソフト.インターネット等を使用 してコン
ピュータを活用した授業等ができる者をさす｡
